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下
請
制
工
業
白
岡
民
紹
済
的
意
義

第
五
十
二
審

ノ、

第

擁

ノー、

下
請
制
工
業
の
園
民
経
済
的
意
義

田

核

競

序

中
小
規
模
の
企
業
が
、
我
が
工
業
に
於
て
相
営
白
地
位
を
占
め
る
白
み
左
ら
十
、
支
那
事
時
世
勃
殻
前
後
よ
り
下
請
制
工
業
の
形
に

於
て
軍
需
生
産
に
参
加
し
少
か
ら
ざ
る
貢
献
を
な
し
T
来
た
と
と
は
、
均
し
く
人
の
認
め
る
と
と
ろ
で
あ
る
。
に
も
拘
ら
中
、
経
消

の
戦
時
再
編
制
に
作
ひ
最
も
大
友
る
犠
牲
を
負
は
さ
れ
た
も
の
L

一
は
彼
等
で
あ
り
、
特
に
最
近
資
材
の
配
給
制
限
に
よ
る
打
撃
も

彼
等
に
深
刻
化
し
、
中
小
工
業
は
殆

E
全
面
的
に
崩
壊
す
る
ほ
か
社
い
か
に
見
え
る
。
我
々
は
と

L
に
下
請
制
工
業
を
と
り
上
げ
、

そ
れ
が
闘
民
経
桝
に
於
て
占
む
る
意
義
を
考
察
し
て
、
や
が
て
そ
れ
が
如
何
な
る
牌
来
を
持
つ
べ
き
か
、
又
経
済
委
展
の
一
般
的
傾

向
か
ら
見
て
如
何
に
進
む
べ
き
か
に
つ
い
て
何
等
か
の
一
示
唆
を
得
た
い
と
忠
ふ
。

従
来
我
が
園
に
於
け
る
中
小
工
業
の
研
究
は
多
一
く
軒
工
業
に
闘
し
ナ
一
行
は
れ
た
。
極
工
業
は
多
〈
消
費
財
工
業
で

b
り
、
需
要
白

援
護
京
レ
く
、
趣
味
噌
好
に
よ
る
部
分
市
場
の
形
成
が
容
易
で
あ
っ
て
、
中
小
企
業
白
存
立
の
徐
地
が
比
較
的
大
な
る
部
門
で
あ

る
。
輸
出
品
工
業
も
亦
中
小
企
業
の
存
在
多
昔
部
円
で
あ
っ
て
、
昭
和
七
年
以
来
1

若
し
苦
海
外
進
出
力
を
示
し
、
ソ
シ
ア
片
グ
ジ
ピ

ン
グ
、
と
し
て
掛
究
針
象
と
な
っ
ち
山
。
亡
ミ
で
は
低
持
賃
が
矯
替
低
落
と
相
倹
っ
て
輸
出
品
の
驚
異
的
低
生
産
費
を
寅
現
し
た
の
で
あ

っ
た
o

商
品
白
質
は
英
園
口
問
・
ド
イ
ツ
品
等
に
比
し
て
著
し
ぐ
劣
る
け
れ
ど
も
そ
の
低
肢
の
故
を
以
て
販
路
を
開
拓
し
た
。
か
く
し

第 .64腕〈昭和94'.5月)及び第I7.'i揖(昭和IoAJ!4月)所載D詩論文世骨政策時報
参照。
，) 



て
従
来
の
寸
中
小
工
業
研
究
L

は
特
に
中
小
企
業
の
有
利
友
る
場
合
、
そ
れ
故
に
と
そ
中
小
企
業
が
護
展
し
た
場
合
白
み
を
捉
へ
た

傾
あ
る
た
ゐ
、
中
小
企
業
の
存
立
に
つ
い
て
著
し
く
雌
主
観
的
な
色
彩
を
も
っ
た
や
う
に
考
へ
ら
れ
る
。

然
る
に
我
凶
に
於
て
中
小
工
揚
の
活
動
は
か
L
る
部
門
忙
限
ら
や
、
相
営
庚
汎
友
る
範
囲
に
存
在
し
て
ゐ
る
の
そ
己
で
我
々
は
従

来
と
は
全
〈
越
に
多
く
の
僚
件
が
中
小
企
業
を
不
利
と
す
る
と
、

一
応
考
へ
ら
れ
る
産
業
と
し
て
機
械
器
具
工
業
を
捉
へ
、
之
に
つ

い
て
研
究
を
進
め
、
そ
こ
で
は
中
小
企
業
K
闘
し
梢
過
度
忙
悲
観
的
左
見
解
に
到
達
す
る
危
険
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
中
小
企
業
の
有

す
る
強
味
と
弱
貼
、
特
に
後
者
を
明
か
に
楠
挟
ぜ
ん
と
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
我
々
は
か
く
て
も
左
ほ
中
小
企
業
が
相
常
永
く
存
績

し
得
る
分
野
を
認
め
、
又
今
円
見
る
如
き
事
態
は
戦
時
経
済
の
中
に
長
い
て
は
必
歪
で
あ
る
が
、
平
時
経
済
に
と
っ
て
は
殆

E
例
外

的
取
揚
合
で
あ
る
と
考
へ
る
に
も
拘
ら
や
、
多
〈
の
工
業
部
門
医
於
て
、
伺
令
沼
程
は
徐
々
た
る
も
の
で
あ
ら
う
と
も
、
中
小
企
業

の
漸
弐
的
淡
落
が
不
可
避
で
あ
る
と
止
を
結
論
せ
ざ
る
を
得
泣
い
。

一
般
に
犬
規
模
生
産
の
有
利
と
考
へ
ら
れ
る
今
回
、
我
固
に
於
て
中
小
企
業
が
如
何
友
る
基
礎
の
上
に
立
っ
て
そ
白
存
立
を
綾
け

て
ゐ
る
か
、
そ
の
基
礎
は
何
時
ま
で
も
鑓
化
し
左
い
も
の
で
あ
ら
う
か
、
先
づ
第
一
に
己
白
鞘
を
論
宇
る
。
中
小
工
業
D
中
で
も
我

々
は
機
械
工
業
に
於
け
る
下
請
制
工
業
を
取
扱
ム
が
、
そ
れ
が
将
来
園
民
経
済
D
護
展
の
上
広
如
何
な
る
地
位
を
も
ち
得
る
か
を
明

か
に
す
る
た
め
に
は
、
第
二
に
今
主
で
白
下
請
制
工
業
の
岡
民
経
済
的
意
義
を
知
る
と
と
も
に
、
第
三
に
戦
時
経
済
に
於
い
て
は
政

策
的
要
閣
が
極
め
て
強
力
に
働
ぐ
か
ら
中
小
工
業
が
園
家
。
政
策
に
於
い
て
如
何
な
る
待
遇
を
受
け
た
か
、
一
ま
た
岡
家
政
策
。
中
に

沿
い
て
中
小
工
業
政
策
自
身
が
如
何
在
る
意
義
を
認
め
ら
れ
た
か
を
明
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
暫
ら
〈
穣
〈
と
忠
は
れ
る
戦
時

経
済
に
於
て
中
小
工
業
の
賂
来
は
如
何
た
る
姿
を
と
る
べ
き
か
に
就
い
て
は
第
一
、
と
第
二
一
白
冊
拙
か
ら
、
又
経
済
致
展
の
一
般
的
傾
向

か
ら
す
れ
ば
如
何
友
る
姿
を
示
ナ
ペ
雪
か
は
第
一
と
第
三
由
貼
か
ら
一
つ
の
推
測
が
可
能
で
あ
ら
う
。

下
請
制
工
業
白
園
民
経
済
的
意
義

第
五
十
二
巻

九

九

静

観

第47巻第6抗〕、下請lI1U工拙稿、中小工業問題とし ζ白下請制工業(鯉済論叢
業に於ける最近白艶化{同誌樺50魯第z披)其他。
2) 



τ諸
制
工
業
白
国
民
経
溝
的
意
義

事事

競

O 

第
五
十
二
巻

O 

我
闘
中
小
企
業
の
存
立
の
根
嬢

企
業
の
最
趨
規
模
を
決
定
す
る
要
素
は
月
そ
五
つ
、
生
産
技
術
的
要
凶
、
経
侍
指
導
上
り
要
因
、
傘
融
上
白
要
因
、
市
場
的
要
因
、

及
び
企
業
危
険
と
緩
動
の
要
悶
が
あ
る
が
、
生
産
技
術
的
要
因
と
金
融
的
要
因
と
市
場
的
要
因
と
よ
り
す
れ
ば
大
砲
大
規
模
を
有
利

と
す
る
と
と
、
#
て
漣
べ
た
る
如
〈
で
あ
り
、
殊
に
金
融
上
の
要
因
及
び
市
場
的
一
要
因
か
ら
見
た
る
最
誼
規
模
は
一
般
に
他
の
要
因

か
ら
決
定
さ
れ
る
も
の
よ
り
も
著
し
〈
大
で
あ
お
。
た
N
L

経
替
指
導
上
の
要
因
及
び
企
業
危
険
友
び
鑓
動
白
要
凶
か
ら
見
れ
ば
比
較

的
小
規
模
を
有
利
と
す
る
。
然
し
か
t
A

る
考
察
で
第
一
に
注
意
す
べ
き
は
E

L
に
決
定
さ
れ
る
最
適
規
模
は
理
論
上
決
定
さ
れ
は
す

る
が
、
統
計
的
に
之
を
把
握
す
る
に
は
多
〈
白
困
難
を
件
ひ
、
寧
円
台
屡
と
企
業
者
D
経
験
に
聴
〈
ほ
か
友
き
と
と
、
及
び
E
れ
ら
の

最
適
規
模
は
原
則
と
し
て
個
々
の
工
業
部
門
に
よ
っ
て
夫
々
異
り
、

あ
る
。

一
般
的
た
命
題
丘
限
ら
れ
た
る
揚
合
に
の
み
許
苫
れ
る
と
と
で

統
計
的
把
握
の
困
難
は
暫
〈
之
を
論
ヒ
た
い
と
と
i
A

し
て
、
個
々
白
産
業
に
よ
っ
て
具
る
と
と
は
、
生
産
技
術
・
市
場
構
造
・
需
要

の
弾
力
性
及
ぴ
務
化
の
傾
向
が
各
商
品
毎
に
具
り
、
従
っ
て
各
産
業
毎
に
具
る
が
故
で
あ
る
。
紡
績
業
と
織
物
業
と
を
比
較
し
、
自

動
車
工
業
と
白
持
率
工
業
と
を
比
較
せ
よ
。
一
賞
作
業
を
行
ひ
極
め
て
綜
合
的
な
る
自
動
車
工
揚
の
最
麹
規
棋
は
年
民
数
蔦
裏
で
あ

る
に
割
1
町
、
少
か
ら
中
分
業
に
よ
る
肉
料
車
工
揚
の
規
模
は
職
工
五
十
人
未
満
の
も
D
が
殆
左
全
部
主
占
め
札
。
尤
も
一
凶
民
経
消

は
各
産
業
部
門
に
共
通
た
る
生
宜
伸
要
素
を
有
し
、
そ
れ
が
或
る
程
度
ま
で
轄
換
可
能
で
あ
る
限
り
|
!
近
代
産
業
に
沿
い
て
事
買
上

E

D
可
能
性
は
著
し
〈
限
ら
れ
る
け
れ

E
も
i
!
多
〈
白
産
業
百
最
適
規
模
に
共
通
D
影
響
を
及
ぼ
し
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
鵬
首
銀
の
高

さ
は
各
産
業
別
む
差
具
を
認
め
て
も
、
一
闘
に
は
一
定
白
時
期
に
就
て
一
定
の
水
準
が
存

ι、
之
を
他
の
園
民
経
済
と
比
較
す
る
と

1) E. A. G. Robin::;on. Tb~ Structun:! of. Compdi!ive Inu山 lry，-p. I7 et seq 
2) Ibid. p. 63， 82. 3) Ibid. p. 1~4，山本惣泊、自動車、 w6頁。
4) ，奥村忠雄、我邦最近白白韓車工業(軍士官政策時報 停226焼、昭和'4年7月，158
買、 '77頁)



と
が
出
来
る
。
資
本
白
豊
富
さ
が
園
に
よ
っ
て
者
し
〈
異
る
こ
と
も
勿
論
で
あ
る
。
又
生
産
技
術
の
如
雪
も
、
各
産
業
毎
に
、
更
に

一
産
業
内
部
に
於
て
も
大
規
模
工
揚
と
中
小
工
場
と
の
問
に
は
、
大
な
る
差
異
あ
る
に
も
拘
ら
や
、

一
閣
の
技
術
水
準
を
他
図
と
の

比
較
に
於
て
考
へ
る
と
と
が
可
能
で
あ
る
。

最
適
規
模
由
理
論
に
於
て
第
二
に
注
志
す
べ
き
は
犬
規
模
企
業
の
有
利
な
る
た
め
に
は
多
ぐ
の
前
提
を
必
要
と
す
る
こ
と
、
友
ぴ

そ
れ
が
興
へ
ら
れ
る
場
合
に
は
多
〈
白
産
業
に
於
て
大
規
模
企
業
が
有
利
で
あ
り
、
大
規
模
化
は
長
期
的
傾
向
と
し
で
準
行
を
綬
け

つ
L
あ
る
己
と
で
あ
る
。
極
め
て
徐
々
で
は
あ
る
が
、
何
れ
心
図
民
経
済
に
於
て
も
終
倍
規
模
の
城
大
が
見
ら
れ
、
之
に
底
じ
て
企

業
規
模
の
繍
大
も
容
易
に
推
論
さ
れ
る
。
大
魂
模
企
業
の
渡
展
の
た
め
に
は
(
ご
生
産
技
術
、
特
に
機
枕
技
術
の
一
致
述
、
換
百
す
れ

ば
持
働
に
針
ナ
る
機
械
の
有
利
性
白
増
ト
へ
、
(
一
一
)
桜
町
営
組
織
に
闘
す
る
技
能
及
び
知
識
白
発
達
、
(
三
)
資
本
の
蓄
積
及
び
資
本
市
揚

の
整
備
、
(
四
)
市
揚
の
掠
大
及
び
(
五
~
需
要
白
合
理
化
(
向
品
白
標
準
化
、
規
格
化
)
・
需
要
。
鐙
遠
白
減
少
等
が
前
提
依
件
と
な
る
。
需

要
D
合
引
化
は
最
も
困
難
で
あ
っ
て
、
た
と
び
部
分
的
に
は
棋
準
化
が
行
は
れ
で
も
、
新
商
品
。
愛
生
は
絶
え
十
見
ら
れ
、
か
L
る

、、

分
化
が
企
業
白
成
長
の
障
害
と
な
り
、
又
不
完
全
競
争
を
成
立
せ
し
め
る
か
ら
、
中
小
企
業
が
之
が
た
め
存
立
を
容
易
に
さ
れ
る
と

と
は
著
し
い
も
の
が
あ
る
。
需
要
。
時
位
進
区
は
事
責
上
標
準
化
の
如
き
一
定
の
方
向
を
認
め
難
〈
、
長
期
的
観
察
に
於
て
は
不
規
則

た
る
要
闘
と
見
左
け
れ
ぽ
な
ら
ぬ
。
た
ピ
機
枕
製
品
白
如
き
も
の
に
つ
い
て
の
み
一
般
に
綿
花

7
る
精
度
の
向
上
が
需
要
D

一
傾
向

と
認
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
ま
た
市
場
が
急
速
に
棋
大
す
る
と
と
も
我
が
圃
に
於
て
は
大
友
る
希
墜
を
持
ち
得
友
い
。
之
に
反
し
て

機
械
技
術
の
設
建
L
し
資
本
D
増
大
と
が
止
む
と
と
ろ
在
昔
、
且
つ
逆
伸
す
る
と
こ
ろ
左
き
趨
勢
で
あ
る
と
と
は
疑
を
容
れ
や
、
と
の

結
か
ら
大
規
模
化
が
進
行
す
る
の
で
あ
る
。

さ
て
己
主
で
我
図
の
事
情
を
取
る
。
我
園
に
於
て
中
小
企
業
を
存
立
せ
し
め
て
ゐ
る
最
大
の
原
因
は
持
賃
水
準
の
低
位
と
資
本
の

下
請
制
工
業
白
困
民
耀
済
的
意
義

第
五
十
二
巻

告存

続

5) P. S. Florence， The _~ogic of lndustrial Qrga~i 7:ation~}~. ..l~ 
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第

甥

下
請
制
工
業
百
闇
民
躍
糟
胸
意
議

不
足
と
で
あ
あ
。
労
働
が
低
廉
な
る
揚
合
、
好
ん
で
高
い
機
械
を
使
用
す
る
こ
と
は
不
利
で
あ
る
ロ
も
江
ピ
機
械
白
能
率
と
第
働
心
能

率
と
を
考
慮
し
て
同
じ
生
産
を
行
ふ
の
に
機
M
慨
が
労
働
よ
り
低
廉
な
る
揚
合
に
機
械
が
利
用
さ
れ
、
縫
っ
で
完
全
た
る
自
由
競
争
の

下
で
は
持
働
と
機
械
と
は
そ
の
能
率
に
臆
じ
た
る
慎
格
を
も
っ
筈
で
あ
る
が
、
事
寅
上
は
持
貨
に
は
種
々
白
一
努
力
と
方
策
と
を
以
て

能
率
相
臆
以
下
に
切
り
下
げ
ら
れ
る
徐
地
が
b
る。

2
2百四
4
a
o自
に
多
少
と
も
類
似
せ
る
般
態
は
今
た
ほ
存
在
す
る
。
中
小
機

械
工
揚
が
劣
悪
た
る
機
械
設
備
を
有
し
、
低
廉
な
る
勢
働
主
畑
ひ
て
生
産
を
績
け
て
来
た
こ
と
は
現
に
周
知
の
如
〈
、
己
i
h

で
下
請

工
場
は
元
方
工
場
或
は
ブ
ロ
ー
カ
ー
上
り
叩
か
れ
た
加
工
賃
E
償
ふ
た
め
に
、
又
そ
の
他
の
経
皆
上
の
種
々
の
弱
貼
を
補
ム
た
め
に

低
柑
質
賃
D
不
熟
練
努
働
者
を
非
衛
生
的
た
僚
件
の
下
に
長
時
間
労
働
せ
し
め
る
。
と
の
鈷
に
於
て
は
下
請
工
場
も
問
屋
制
工
業
に
者

け
る
中
小
工
揚
と
あ
ま
り
異
ら
た
い
。
我
圃
に
於
て
は
大
工
場
に
於
て
き
へ
か
i
A

る
低
労
賃
の
た
め
に
一
時
は
臨
時
工
を
使
用
す
る

方
法
も
採
ら
れ
、
機
械
化
を
差
控
へ
る
工
程
が
少
〈
友
い
。
ド
事
獲
以
来
持
賃
の
騰
貴
は
著
し
い
が
同
時
に
機
枕
(
及
世
田
料
〕
の
慎
格

も
暴
騰
し
、
持
働
は
た
ほ
機
枕
に
競
争
す
る
力
主
全
〈
失
っ
て
ゐ
泣
い
や
う
で
あ
る
。
然
じ
乍
ら
こ
ι
訟
で
低
廉
友
る
努
働
は
又
そ
の

技
術
程
度
が
低
い
と
い
ふ
と
と
を
重
ね
て
銘
記
せ
ね
ば
注
ら
ぬ
。

勿
論
、
中
小
工
場
の
持
働
集
約
的
経
管
で
も
業
主
の
努
力
に
よ
っ
て
は
相
営
に
優
秀
な
る
製
品
を
出
し
得
る
と
と
は
否
定
出
来
た

ぃ
。
然
し
乍
ら
如
何
程
業
主
が
努
力
し
て
も
劣
悪
な
る
機
械
で
最
も
高
度
の
品
質
(
精
度
・
規
格
革
)
を
得
る
に
は
経
済
的
に
も
技
術
的

に
も
限
度
が
あ
る
。
第
一
に
中
小
工
業
者
が
技
術
的
認
識
に
目
莞
弘
、
且
つ
技
術
的
向
上
の
機
合
あ
る
と
と
、
第
二
に
中
小
工
場
に

て
生
産
可
能
左
る
部
分
が
相
官
に
需
要
さ
れ
る
こ
と
が
を
の
保
件
で
あ
り
、
か
iλ

る
保
件
が
充
さ
れ
る
と
き
初
め
て
多
〈
D
も
の
が

そ
心
限
度
ま
で
建
し
得
る
に
過
ぎ
な
い
。

我
が
機
械
工
業
に
於
て
低
労
賃
と
資
本
D
不
足
と
が
中
小
工
揚
を
存
積
せ
し
め
る
理
由
で
あ
っ
た
己
と
は
上
述
の
如
〈
で
あ
る

高田保馬、民主主左輯冊、~，頁以下e 拙稿、中小工業問題 ioL て白下請制工業。
拙稿、下請制工業白根本同題t工葉評論、昭和日年日月腕)。

8) 
9) 



が
、
と
の
二
事
情
が
殆
ど
杢
て
の
産
業
に
共
通
在
る
限
り
、
之
は
ま
売
我
園
の
多
〈
D
産
業
陀
晶
け
る
中
小
企
業
過
多
の
説
明
と
た

る
。
と
の
三
事
情
は
今
後
如
何
友
る
方
向
に
も
愛
化
し
泣
い
で
あ
ら
う
か
。
低
持
貨
の
原
因
が
、
工
業
持
働
力
白
供
給
源
、
貯
水
池

な
る
農
村
民
砕
け
る
持
働
牧
入
水
準
の
低
位
、
及
び
園
民
生
活
水
準
・
の
低
位
に
あ
る
と
と
も
屡
を
説
か
れ
る
如
〈
で
あ
る
。
然
る
に

先
づ
農
業
持
働
力
は
工
業
の
著
し
き
膨
脹
の
た
め
に
引
き
去
ら
れ
て
、
今
中
農
業
経
替
は
多
少
と
も
努
働
D
粗
放
化
に
向
ひ
、
し
か

も
同
時
に
生
産
確
保
の
た
め
に
農
業
の
機
械
化
に
進
ま
ぎ
る
ぜ
得
な
い
。

E

L
に
持
働
の
限
界
生
産
力
の
増
大
と
従
つ
で
牧
入
水
準

の
上
昇
と
が
現
は
れ
ん
と
し
て
ゐ
る
。
と
の
駐
か
ら
影
響
を
う
け
て
工
業
白
持
賃
水
準
は
営
然
高
主
り
行
き

E
長
期
的
に
武
績
す
る

で
あ
ら
う
。
突
に
工
業
に
於
け
る
持
貨
が
持
働
需
要
の
念
激
た
る
増
加
に
つ
れ
て
昂
騰
し
た
こ
と
は
一
一
際
短
期
的
の
鍵
化
と
も
見
ら

れ
よ
う
。
然
し
持
貨
の
高
さ
は
比
較
的
問
定
的
た
性
質
を
有
し
、
こ
白
欣
態
が
暫
ら
く
纏
績
す
る
聞
に
生
活
水
準
D
向
上
と
た
る
と

と
も
疑
ひ
泣
い
。
生
活
水
準
。
向
上
は
殆

E
止
む
と
ム
」
た
昔
大
勢
で
る
り
、
之
が
短
期
的
持
貨
の
昂
騰
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
る
わ
け

で
あ
る
。
た
ど
我
々
は
生
活
水
準
の
向
上
を
無
保
件
に
可
た
り
と
し
、
従
う
て
弊
賃
及
ぴ
之
に
針
す
る
抑
制
策
を
要
寸
ー
?
と
考
へ
る

も
り
で
は
友
い
。
蓋
し
資
本
が
壁
富
と
左
り
、
そ
の
た
め
高
葬
貨
に
て
も
生
産
費
の
高
ま
る
こ
と
註
〈
、
世
界
市
場
に
於
け
る
競
争

力
を
維
持
す
る
己
と
が
必
要
で
あ
っ
て
、
若
し
資
本
が
十
介
蓄
積
さ
れ
左
い
と
す
れ
ば
、
高
勢
貨
と
生
戸
水
準
。
向
上
は
我
が
産
業

に
繭
ひ
す
る
の
み
と
た
る
。
然
し
何
れ
の
事
情
よ
り
す
る
も
持
貨
水
咋
は
次
第
に
高
ま
り
行
〈
も
の
と
見
た
け
れ
ば
友
ら
な
い
。
資

本
D
不
足
も
ま
た
我
闘
に
於
け
る
一
の
特
徴
的
事
貨
で
あ
る
が
、
我
園
産
業
の
致
展
と
と
も
に
蓄
積
は
増
大
す
る
で
あ
ら
う
し
、
叉

戦
時
以
来
政
府
支
出
の
増
加
、
卸
ち
図
家
D
イ
ニ
シ

7
テ
イ
グ
『
よ
る
信
用
横
張
か
ち
し
て
貨
幣
資
本
の
迭
問
が
療
に
行
は
れ
た
。

た
ミ
そ
の
資
本
蓄
積
は
保
々
大
企
業
に
集
ま
り
中
小
企
業
の
手
忙
入
る
部
分
は
小
さ
い
。
ま
た
政
府
支
出
白
増
加
か
ら
貨
幣
資
本
の

叫
抽
出
が
行
は
れ
で
も
、
質
物
資
本
と
無
関
係
に
並
み
得
る
も
の
で
た
く
、
前
者
が
一
定
の
限
度
を
超
ゆ
る
と
昔
は
イ
ン
フ
レ

1
シ
ヨ

下
請
制
工
業
白
岡
民
経
済
的
意
義

停
五
十
二
審

節

税

東畑精 、来、<2'頁以下。>0) 



下
請
制
工
業
の
岡
民
組
済
的
意
義

情
五
十
三
容

レ'"

静

親

U_Lf 

ン
を
惹
起
し
・
貨
物
資
本
の
不
足
と
な
る
管
で
あ
っ
て
、
か
〈
ナ
知
一
期
的
視
察
か
ら
す
れ
ば
信
則
抗
践
に
よ
る
資
本
法
出
は
限
度
が

あ
る
け
れ
ど
も
、
長
期
的
視
察
に
於
で
は
資
本
O
増
加
は
殆

E
疑
問
。
徐
地
友
〈
、
機
械
化
の
可
棺
性
は
増
大
す
る
。

一
方
技
術
白
進
歩
を
見
る
に
、
機
械
に
閲
す
る
技
術
を
初
め
一
般
虻
技
術
白
進
歩
は
一
日
も
止
む
と
と
が
な
い
。
今
日
D
機
M

慨
が

持
働
に
よ
っ
て
競
争
を
受
け
て
ゐ
る
と
し
て
も
、
明
日
の
機
枕
も
同
様
で
あ
る
と
は
限
ら
友
い
。
我
間
四
白
多
く
の
産
業
が
明
治
以
来

機
械
化
を
進
め
た
経
過
を
見
る
に
、
急
速
で
は
友
い
け
れ
F
一
も
と
の
傾
向
は
本
質
的
に
決
し
て
後
退
し
友
か
っ
た
。
而
し
亡
技
術
の

致
達
は
帥
労
働
を
節
約
し
て
よ
り
低
廉
友
る
生
産
争
行
ム
ほ
か
、
更
に
進
ん
で
弊
働
の
達
し
得
ざ
る
高
度
の
端
斡
さ
、
或
は
新
し
き
創

遣
を
可
能
な
ら
し
め
る
。
機
減
化
工
場
従
っ
て
大
規
模
工
場
の
み
が
精
密
た
る
製
品
を
出
し
得
る
の
は
之
が
た
め
で
あ
る
。
し
か
も

か
t
A
Z
精
碕
さ
へ
の
需
要
は
毎
々
大
と
在
る
。
低
廉
た
る
弊
働
は
相
射
的
に
ま
た
絶
針
的
に
競
争
力
を
失
ひ
、
漸
究
機
織
に
そ
り
地

位
を
譲
ら
ぎ
る
を
得
泣
い
。
今
日
の
高
級
工
作
機
械
の
製
法
、
航
空
機
、
向
動
車
の
裂
迭
の
主
要
な
る
部
分
が
優
秀
危
る
機
械
白
カ

左
〈
し
て
は
、
技
術
的
に
或
は
経
桝
的
に
殆

E
不
可
能
で
あ
る
の
一
は
勿
論
、
機
械
が
持
働
に
代
り
得
L
D
は
か
i
A

る
特
殊
な
る
部
分

の
み
で
は
な
く
、
徐
々
に
多
く
の
産
業
部
門
の
成
き
範
箇
に
及
が
つ
k
あ
る
。
勿
論
、
精
密
た
機
械
製
品
で
あ
っ
て
も
そ
白
金
℃
の

部
分
品
が
一
様
た
る
精
度
を
要
求
さ
れ
る
わ
け
で
は
泣
い
か
ら
、
精
骨
折
友
部
分
品
の
製
作
及
び
組
立
を
大
工
場
で
行
弘
、
簡
単
在
る

製
品
及
び
部
分
品
P
一
中
小
工
場
に
下
請
せ
し
め
る
と
と
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
有
利
で
あ
る
。
大
工
揚
の
生
産
設
備
が
不
足
せ
る
今

日
。
如
き
事
態
は
別
と
し
て
も
、
前
者
が
枇
曾
的
分
業
に
基
〈
有
機
的
生
詐
を
行
ふ
な
ら
ば
、
簡
単
在
る
製
品
及
ぴ
部
分
品
の
金
槌

に
占
む
る
割
合
に
腹
じ
て
中
小
工
揚
が
存
立
し
得
る
筈
で
あ
り
、
長
期
的
に
見
れ
ば
か
i
A

る
部
分
の
精
度
も
次
第
に
高
め
ら
れ
、
又

よ
り
多
〈
の
部
分
の
高
宮
品
質
と
の
要
求
に
膝
じ
得
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
た
ピ

ζ

D
揚
合
に
は
大
工
場
と
下
請
工
揚
と
ー
が
今
日
の

如
き
不
安
定
な
る
下
請
関
係
に
非
や
し
て
、
安
定
友
る
有
機
的
生
産
関
係
忙
立
っ
と
と
が
僚
件
も
あ
る
。



今
日
機
械
工
業
白
大
た
る
部
分
を
占
め
る
軍
需
品
。
生
産
及
び
主
要
た
る
生
産
力
掠
充
問
機
織
の
生
産
忙
於
て
は
特
に
技
術
的
要

求
高
〈
、
現
に
念
速
な
技
術
的
進
歩
が
行
は
れ
つ
t
A

あ
る
が
、
之
段
戦
時
経
済
の
特
徴
で
あ
り
、
そ
の
継
続
す
る
限
り
高
皮
の
機
械

化
は
必
至
。
傾
向
と
い
は
ね
ば
た
ら
由
。
然
し
乍
ら
か
4
A

る
技
術
的
進
歩
は
阜
に
戦
時
に
於
け
る
一
時
的
且
つ
部
分
的
現
象
に
止
ま

る
筈
た
く
、
漸
失
一
般
機
械
工
業
及
び
他
の
産
業
部
門
に
於
け
る
技
術
的
進
歩
と
相
伴
加
、
機
械
工
業
金
関
忙
技
術
的
更
新
が
及
び
、

技
術
的
要
求
が
益
々
高
士
る
己
と
L

た
る
で
あ
ら
う
。
文
偲
令
将
来
戦
時
欣
態
が
消
滅
し
た
と
し
て
も
輸
出
市
場
に
於
て
競
争
力
を

有
す
る
に
は
外
闘
の
技
術
に
劣
ら
ざ
る
も
の
た
る
を
要
す
る
が
、
外
国
に
於
て
も
亦
同
様
に
戦
時
経
掛
川
か
ら
技
術
的
準
歩
著
し
い
い
も

り
が
あ
る
べ
き
を
預
想
し
て
誤
り
な
い
。
か
く
て
技
術
的
進
歩
が
絶
え
や
進
む
に
従
ひ
、
機
械
工
業
忙
課
せ
ら
れ
る
皮
術
的
要
求
も

亦
議
々
高
ま
る
わ
け
で
あ
り
、
中
小
企
業
が
之
に
追
随
す
る
こ
と
を
得
泣
け
れ
ば
、
そ
の
活
動
し
得
る
分
野
は
狭
化
せ
ざ
る
を
得
友

い
り
で
あ
る
。

之
を
要
す
る
に
我
が
固
に
於
て
中
小
企
業
が
大
た
る
分
野
を
占
め
て
ゐ
た
の
は
之
を
有
利
た
ら
し
め
る
事
情
が
存
し
た
か
ら
で
あ

る
が
、
然
し
か
k

る
事
情
白
少
〈
と
も
一
部
は
次
第
に
消
滅
し
つ
t
h

あ
る
と
と
は
明
か
で
あ
る
。
技
術
的
進
歩
著
し
き
産
業
、
例
へ

ば
機
械
工
業
に
於
て
は
殊
に
然
り
。
た
む
そ
の
傾
向
が
産
業
に
よ
り
著
し
い
濯
速
が
あ
る
と
と
は
勿
論
、

一
般
に
き
し
て
念
中
速
に
進

行
す
る

b
け
で
は
友
い
。
ま
た
中
小
規
模
の
工
場
が
中
小
規
模
の
ま
ミ
技
術
的
向
上
を
闘
る
己
と
は
、
，
或
る
程
度
士
で
は
可
能
で
あ

る
と
思
は
れ
、
我
々
は
己
れ
を
下
請
制
工
業
の
生
産
形
態
に
見
る
。

下
請
制
工
業
の
岡
民
経
済
的
意
義

下
請
制
工
業
の
強
展
は
満
洲
事
綿
貫
及
び
金
輪
出
再
禁
止
以
後
の
と
止
で
あ
り
、
機
械
工
業
の
需
要
増
加
に
直
面
し
て
現
は
れ
た
も

下
請
制
工
業
白
困
民
経
済
的
意
義

第
五
十
二
審

E 

五

傍

観
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下
請
制
工
業
白
函
民
経
済
的
意
義

事事
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でき

ム
ノ、

第
五
十
三
巻

フ時

白
で
あ
っ
た
。
営
初
の
機
械
工
業
白
欣
態
は
少
か
ら
ざ
る
遊
休
設
備
を
擁
し
、
日
ワ
直
ち
陀
利
用
し
得
ペ
昔
勢
働
力
も
犬
量
に
存
在

し
で
ゐ
た
け
れ

E
も
、
全
般
的
危
機
織
需
要
の
増
加
の
ほ
か
、
特
に
軍
備
充
賓
の
た
め
の
軍
需
註
文
白
増
大
現
れ
て
、
と
れ
ら
未
利

用
生
産
力
は
幾
〈
も
在
〈
完
全
利
用
の
欣
態
に
遣
し
、
設
備
旗
張
に
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
然
し
E
L
で
機
械
生
産
の
一
基
本
的
地
位

を
占
め
る
大
工
揚
は
、
自
己
D
生
産
設
備
を
繍
張
す
る
か
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
生
産
設
備
を
自
己
む
た
め
に
利
用
す
る
か
の
一
一
途
白
う

ち
、
後
者
を
採
っ
て
下
請
制
工
業
主
張
民
せ
し
め
た
り
で
あ
っ
た
。
己
白
殻
展
の
意
義
は
大
企
業
の
立
揚
ム
」
図
民
経
済
と
の
立
揚
と

白
二
百
か
ら
考
察
さ
れ
血
ば
注
ら
阻
。

下
請
制
工
業
は
大
企
業
が
自
己
白
利
益
の
た
め
に
中
小
工
揚
を
利
用
し
た
と
と
ろ
陀
殻
展
し
た
と
す
れ
ば
、
大
企
業
に
と
っ
て
如

何
た
る
利
径
が
あ
っ
た
か
。
先
づ
詣
時
の
軍
需
生
産
は
益
々
増
加
の
傾
向
に
あ
っ
た
と
は
い
へ
、
在
ほ
精
一
々
民
間
需
要
に
針
し
附
加

的
需
要
た
る
程
度
に
止
畠
っ
た
。
資
材
不
足
の
理
由
も
あ
る
け
れ

εも
、
今
日
に
治
け
る
軍
需
が
民
需
を
出
来
得
る
限
り
排
除
し
之

に
代
替
す
る
地
位
を
止
め
る
白
と
比
較
す
れ
ば
著
し
い
相
違
で
あ
る
。
と
の
程
度
に
於
て
は
営
時
軍
需
註
支
の
繕
績
性
に
割
し
危
倶

が
候
か
れ
た
の
は
首
然
で
あ
り
、
大
工
揚
は
設
備
摘
張
が
他
臼
軍
需
註
文
減
少
の
際
陀
輿
へ
る
固
定
費
の
負
捨
を
考
へ
て
之
を
鶴
岡
崎

し
、
横
設
に
代
る
方
法
と
し
℃
中
小
工
揚
の
生
産
設
備
を
利
用
す
る
と
と
ミ
し
た
。
と
の
揚
合
忙
は
大
工
担
額
は
固
定
費
負
捨
の
危
険

を
憂
ふ
る
に
及
ば
た
い
か
ら
で
あ
る
。
か
〈
て
第
一
に
下
請
制
工
業
は
大
企
業
に
と
っ
て
設
備
強
張
に
件
ふ
と
と
あ
る
べ
き
危
険
を

岡
越
せ
し
め
た
。

第
二
に
大
企
業
は
中
小
工
揚
の
低
生
産
費
主
利
用
し
得
た
。
中
小
工
揚
の
技
術
的
低
位
の
た
め
に
下
請
せ
し
め
得
る
作
業
の
範
国

は
限
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
兎
も
角
も
可
能
な
る
範
圏
内
で
は
屡
々
中
小
工
場
の
持
働
集
約
的
危
低
生
産
費
を
利
用
し
得
た
。
し
か
も

大
企
業
た
る
が
故
に
勢
力
闘
係
に
よ
っ
て
干
請
加
工
貨
の
切

F
げ
も
強
要
さ
れ
た
。
中
小
工
揚
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
勺
て
大
工
揚

前掲拙稿。
同』工。
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に
と
っ
て
多
少
と
も
分
業
由
利
益
が
得
ら
れ
た
と
と
も
見
越
す
と
と
を
得
た
い
。
郎
ち
大
工
場
が
多
種
類
の
部
分
品
を
殆
ど
す
べ
て

自
己
の
工
揚
で
生
産
す
る
よ
り
も
中
小
工
揚
と
分
業
的
に
生
産
す
る
方
が
有
利
た
る
事
情
が
明
ち
か
と
友
っ
た
の
で
あ
る
。

か
〈
の
如
き
利
益
あ
れ
ば
と
そ
大
企
業
は
下
請
工
場
の
利
用
を
行
ひ
、
自
己
白
イ
ェ
シ
ア
テ
イ
ヴ
に
よ
っ
て
下
請
制
工
業
の
殻
展

を
促
し
が
。
己
の
利
径
を
増
大
す
る
た
め
の
努
力
を
行
ひ
っ
与
も
、

E
の
利
益
と
相
容
れ
ざ
る
方
法
に
て
利
用
す
る
E
と
を
謎
貯
た

の
は
之
が
た
め
で
あ
る
。
下
請
ヱ
揚
は
本
来
設
備
も
弊
力
も
劣
悪
で
あ
る
か
ら
、
之
を
大
工
揚
に
十
分
役
立
つ
ほ

E
に
向
上
さ
せ
る

た
め
に
は
、
多
少
の
技
術
指
導
の
ほ
か
、

一
歩
進
ん
で
設
備
改
良
の
た
め
に
資
金
融
通
を
行
ひ
、
又
は
専
門
化
む
た
め
に
生
産
設
備

の
改
援
を
命
じ
、
更
に
経
済
上
に
も
種
々
の
干
渉
を
加
へ
、
従
っ
て
下
請
工
揚
を
専
属
的
に
利
用
す
る
の
が
、
最
も
有
数
友
る
方
法

で
あ
る
に
拘
ら
十
、
か
i

ゐ
る
専
属
化
の
事
例
は
比
較
的
稀
で
あ
る
。
他
方
、

E
れ
ら
利
益
の
あ
る
限
り
大
企
業
は
中
小
工
揚
を
従
属

せ
し
め
て
利
用
し
た
り
で
あ
る
か
ら
、
か
h

る
利
益
が
存
し
な
〈
た
れ
ば
、
例
へ
ぽ
大
工
場
の
横
張
賓
現
し
、
又
軍
需
註
文
が
減
少

す
る
と
曹
は
、
中
小
工
場
利
用
を
中
止
す
る
可
能
性
が
あ
る
ら
ぽ
者
自
問

ι成
立
し
た
依
存
関
係
若
〈
は
生
産
白
補
完
関
係
が
競
争

関
係
に
援
り
得
る
と
と
を
注
意
せ
h
H

ば
た

ιね。

特
巴
て
下
請
制
工
業
が
闘
民
経
済
卜
如
何
な
る
意
義
を
も
う
か
を
見
る
。

先
づ
従
来
調
立
の
生
産
分
野
に
る
っ
た
中
小
機
械
工
場
を
大
工
揚
と
或
る
程
度
の
有
機
的
関
係
に
置
い
た
。
帥
ち
機
械
工
業
に
な

い
て
大
工
担
割
と
中
小
工
揚
と
の
組
織
化
或
は
綜
合
化
を
行
っ
た
D
で
あ
る
。
下
請
関
係
は
桜
め
て
僅
少
左
が
ら
世
界
大
戦
後
我
が
機

械
工
業
の
著
し
く
登
撞
し
た
頃
上
り
既
に
認
め
ら
れ
る
け
れ

E
も、

一
般
に
は
中
小
工
揚
は
比
較
的
簡
車
な
る
製
品
の
分
野
(
倒
へ
ば

金
属
製
日
用
品
・
匿
貫
衡
器
・
自
韓
車
専
)
に
、
又
は
修
理
工
揚
と
し
て
存
在
し
て
ゐ
た
に
針
し
、
大
正
一
揚
は
そ
の
複
雑
精
巧
た
る
製
品
を

生
産
す
る
に
首
b
殆
E
す
べ
て
白
部
分
品
を
同
工
揚
内
に
て
製
作
し
、
開
者
の
聞
に
は
密
接
た
る
経
済
的
関
係
も
技
術
的
関
係
も
泣

下
請
制
工
業
白
閤
民
極
情
的
意
義

事
王
十
二
審

七

七

事

掛

岡上。
同上。村岡葺六、中小槽械工業問題(日本工業協官縮、物資動員)141頁以下o
藤田敬豆、大阻市に於ける下請の調査制:合政策時報告書227競、昭和'4年8月、
88頁)。
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下
請
制
工
業
の
周
民
経
済
的
意
義

錯
五
十
二
審

官事

提

コ

ノ一、

ハ、

か
っ
た
。
然
る
に
今
や
下
請
制
工
業
は
大
工
場
製
品
の
部
分
口
問
を
一
部
中
小
工
場
に
委
託
す
る
が
た
め
己
主
に
雨
者
を
密
接
に
組
織

化
す
る
に
至
っ
た
。
犬
工
場
と
中
小
工
揚
と
は
一
居
密
接
な
る
分
業
関
係
或
は
有
機
的
生
育
関
係
に
立
ち
、
後
者
は
或
る
程
度
ま
で

技
術
的
進
歩
に
遁
随
L
得
る
紐
帯
を
興
へ
ら
れ
た
。
と
の
組
帯
は
専
属
的
下
請
白
場
合
に
最
も
強
〈
、
技
術
的
進
歩
の
可
能
性
も
と

h
で
最
も
大
き
い
。
た
ピ
然
し
下
請
闘
係
は
通
常
安
定
的
で
左
〈
、
再
び
分
解
し
競
争
関
係
に
費
十
ゐ
と
と
が
あ
る
と
E
ろ
に
問
題

が
残
る
。

第
二
に
下
請
制
工
業
は
準
戦
時
鴨
制
の
下
に
於
て
既
に
占
園
生
産
能
力
の
あ
ち
ゆ
る
部
分
を
軍
需
生
産
(
及
び
一
般
槽
械
生
産
)
の
た

め
に
動
員
し
、
従
っ
て
中
小
工
場
の
生
産
能
力
を
も
緊
急
白
生
査
に
参
加
せ
し
め
た
。
己
白
生
産
政
策
は
草
部
も
そ
の
意
義
を
意
識

し
て
促
進
し
た
と
認
め
ら
れ
る
理
由
が
あ
る
。
従
来
豆
大
・
争
級
た
る
機
械
類
と
共
に
軍
需
品
白
生
産
量
ら
大
工
揚
の
手
に
の
み

成
っ
て
ゐ
た
に
到
し
、
準
戦
時
経
済
以
来
中
小
工
揚
白
生
産
設
備
も
と
の
一
部
を
婚
釘
す
る
己
と
t
A

さ
れ
、
軍
需
生
産
に
貢
献
し
得

る
己
と
L
左
っ
た
Q

し
か
も
支
那
事
務
勃
穫
の
後
ま
ヤ
軍
需
品
の
念
遮
た
補
給
の
必
要
か
ら
下
請
ヱ
揚
は
と
の
閣
民
経
消
的
意
義
主

持
ち
つ
w
h

け
た
の
で
あ
る
。
尤
も
さ
り
と
て
中
小
工
場
が
今
日
の
欣
態
で
永
〈
軍
需
生
産
に
組
織
化
さ
れ
る
か
否
か
、
又
組
織
さ
れ

た
時
期
に
己
の
機
縁
は
つ
〈
ら
れ
た
。

る
白
が
岡
氏
経
済
上
堅
苦
し
い
か
否
か
は
、
更
に
検
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
が
、
少
〈
と
も
準
戦
時
経
消
と
い
ふ
い
は
w
h

過
渡
的

然
し
乍
ら
下
請
制
工
業
白
生
産
政
策
的
意
義
は
昭
和
十
三
年
頃
を
以
て
頂
鈷
忙
達
し
、
モ
の
後
は
む
し
ろ
相
D
意
義
が
大
と
な
り

つ
ミ
怠
る
。
蓋
し
支
那
事
授
の
経
過
が
第
一
線
の
戦
闘
行
出
品
か
ら
漸
〈
長
期
建
設
に
推
移
す
る
と
と
も
に
、
他
方
針
ソ
闘
係
そ
白
他

国
際
不
安
に
よ
り
軍
被
械
化
由
大
計
葺
が
進
め
ら
れ
る
に
五
り
、
師
同
に
事
務
勃
設
蛍
時
よ
り
見
え
で
ゐ
た
軍
需
生
産
D
大
い
さ
は
毎

々
膨
脹
せ
ざ
る
を
得
危
い
。
し
か
も
軍
需
生
産
に
加
ふ
る
に
そ
れ
の
某
礎
と
な
る
生
産
蝉
制
定
む
た
め
D
機
桃
生
産
が
今
や
他
自
民
需

拙稿、下請制工業に於ける段近目控化、小宮山雄二、下請工業の此曾的経済的
構法(世合政策時日第216-:<:18批、昭和"3年9-11月)。
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用
機
械
を
排
除
し
て
全
く
之
に
代
位
す
る
章
一
要
性
を
持
っ
て
来
た
。
か
L
る
図
際
不
安
白
欣
態
が
急
速
に
解
消
す
る
と
は
考
へ
ら
れ

友
い
と
す
れ
ば
、
必
要
な
る
方
面
に
設
備
横
張
が
種
々
心
便
宜
を
興
へ
ら
れ
、
進
ん
で
命
令
さ
ペ
さ
れ
る
E
と
も
何
等
不
思
議
で
た

ぃ
。
準
戦
時
経
済
に
於
け
る
如
く
大
企
業
の
横
張
が
臨
略
さ
れ
る
代
り
に
、
続
L
R

と
賃
現
さ
れ
る
に
至
れ
ば
中
小
工
場
の
生
産
設
備

を
動
員
す
る
必
要
は
滅
十
7
t
w

況
ん
や
中
小
工
場
の
技
術
が
不
十
分
に
し
て
嘗
て
は
之
が
た
め
製
品
白
精
度
に
も
多
少
の
制
約
が
感

ぜ
ら
れ
た
に
於
て
を
や
。
か
ー
ミ
る
事
態
白
鍵
化
に
底
ヒ
て
下
請
制
工
業
の
生
産
政
策
上
の
意
義
は
減
十
る
白
で
あ
る
。

第
三
に
下
請
制
工
業
の
枇
合
政
策
的
意
義
を
皐
げ
た
け
れ
ば
な
ら
由
。
本
来
中
小
機
械
工
場
は
そ
り
経
怖
慌
の
反
自
に
景
気
持
型
動

に
よ
っ
て
浮
沈
し
、
絶
え
や
大
工
場
上
り
の
競
争
応
さ
ら
さ
れ
る
。
然
る
に
民
間
大
工
揚
が
中
小
下
請
工
場
を
利
用
し
た
と
昔
、
中

小
工
場
は
之
に
よ
っ
て
操
業
主
縦
績
す
る
と
と
を
得
、
軍
需
抽
出
算
そ
の
他
に
よ
る
機
械
工
業
の
利
潤
に
均
寓
す
る
と
と
が
山
内
来
た
の

で
あ
る
。
農
村
地
方
の
一
中
小
機
械
器
具
工
業
者
を
利
用
し
た
所
謂
「
地
方
統
制
工
業
」
に
於
て
乙
の
意
義
は
更
に
大
き
い
M

E

L
で

は
最
初
は
生
産
政
策
的
意
義
よ
り
も
寧
る
枇
舎
政
策
的
意
義
が
大
で
あ
っ
た
と
と
を
明
か
に
認
め
る
と
共
に
、
健
全
友
る
園
民
磨
、

殊
に
出
柾
兵
の
大
友
品
部
分
を
送
り
出
す
闘
民
厨
は
よ
り
多
〈
農
村
地
方
K
あ
る
と
と
を
想
ふ
べ
き
で
あ
る
。
支
那
事
費
以
来
は
宜

需
生
産
に
於
て
、
特
に
地
方
統
制
工
業
に
於
て
は
、
軍
部
白
地
方
工
業
力
の
培
養
と
い
ム
意
闘
に
も
拘
ら
干
、
中
小
工
場
の
占
め
る

割
合
が
次
第
に
低
下
す
る
忙
反
比
例
し
て
、
枇
合
政
策
的
意
義
白
み
は
却
っ
て
増
大
し
た
と
さ
へ
見
え
る
。
開
業
針
策
そ
の
仰
に
於

け
る
下
請
制
工
業
白
促
進
の
如
昔
は
之
を
一
不
す
も
の
で
あ
る
が
、
己
ミ
で
も
中
小
工
場
の
低
技
術
が
徐
り
に
も
蓋
し
い
た
め
に
、
生

産
政
策
に
十
分
貢
献
し
得
ざ
る
は
勿
論
、
枇
合
政
策
的
意
義
に
閃
る
保
護
は
生
産
政
策
を
阻
害
す
る
こ
と
甚
し
か
ら
ざ
る
程
度
に
止

め
ら
れ
ね
ば
た
ら
な
い
と
い
ふ
矛
盾
に
逢
着
す
る
の
で
あ
る
。

下
請
制
工
業
は
第
三
の
意
義
に
於
て
既
に
そ
の
消
極
固
を
暗
示
し
た
が
、
更
に
第
四
に
生
産
力
増
大
、
若
〈
は
牛
産
技
術
の
一
向
上

一
三
九

下
請
制
工
業
白
岡
民
経
済
的
意
義

静
五
十
二
容

= 
九

官事

就

柵稿、最近円盤イ100
;且報、第28.車、~~ヶ谷英彦、中4、蹴工業助成指導策、 2頁、 82頁。
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下
請
制
工
業
の
園
民
経
済
的
意
義

第
五
十
二
巻

四
O 

静

鵠

四

O 

に
射
す
る
消
極
的
意
義
が
指
摘
さ
れ
る
。
下
請
ヱ
揚
は
生
産
技
術
の
低
劣
な
る
と
と
屡
々
繰
返
す
如
く
で
あ
る
u

民
間
大
工
揚
は
之

を
利
用
す
る
に
首
り
そ
の
技
術
を
指
撃
し
、
又
草
作
業
腐
及
び
府
牒
・
大
都
市
等
も
中
小
工
揚
白
技
術
的
向
上
の
た
め
に
種
々
の
施

設
を
友
し
、
更
に
国
家
は
共
同
作
業
揚
設
備
費
補
助
白
如
膏
資
本
的
援
助
を
も
奥
へ
、
と
れ
ら
に
よ
っ
て
疑
ひ
も
た
〈
中
小
工
揚
む

社
叫
術
及
び
生
産
力
は
著
し
〈
高
ま
っ
た
貯
れ
ど
も
、
下
請
制
工
業
託
委
展
せ
し
め
た
る
だ
け
大
工
場
は
そ
の
間
新
し
き
技
術
的
設
備

の
繍
張
と
売
術
的
更
新
を
怠
っ
た
と
と
も
事
賓
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ぽ
下
荷
制
工
業
白
褒
展
友
か
り
せ
ぽ
大
工
場
の
設
備
は
今
少
し

〈
進
歩
し
て
ゐ
た
で
あ
ら
弓
と
考
へ
る
と
と
も
誤
り
で
左
い
り
で
あ
る
。
勿
論
、
長
期
間
に
於
け
る
図
民
経
済
全
惜
の
生
産
能
力
か

ら
見
る
と
き
大
工
揚
白
設
備
の
み
が
重
大
で
あ
る
か
、
中
小
工
揚
の
組
織
化
を
合
む
金
値
O
生
産
技
術
の
改
善
が
重
大
で
あ
る
か
は

一
の
問
題
で
あ
る
。
た
宮
中
小
工
揚
の
生
産
投
術
の
向
上
に
狭
い
限
界
が
あ
る
と
と
は
明
か
で
あ
っ
亡
、
章
黙
は
や
は
り
大
工
揚
の

側
に
置
か
れ
ね
ば
な
ら
泣
い
で
あ
ら
う
。
か
ぐ
で
己
白
鞘
は
消
極
的
左
一
一
由
で
は
あ
り
、
絶
針
的
な
も
の
で
な
い
け
れ
ど
も
、
現
在

及
び
近
苦
賂
来
を
見
、
軍
需
生
産
政
策
の
優
位
を
考
へ
る
と
昔
、
下
請
制
工
業
白
た
め
、
多
少
と
も
ん
工
揚
の
生
産
設
備
改
善
が
建

れ
た
己
と
は
園
民
経
済
的
不
利
で
あ
っ
た
》
一
見
左
け
れ
ば
友
ら
な
い
。

四

中
小
工
業
政
策
の
意
義
と
限
界

上
遁
の
如
き
下
請
制
工
業
の
園
民
経
済
的
意
義
を
岡
家
は
如
何
に
認
め
、
如
何
な
る
態
度
を
以
て
こ
れ
に
針
す
る
政
策
を
樹
て
た

か
。
己
主
で
中
小
工
業
政
策
と
い
ム
白
は
雫
と
し
て
支
那
事
受
直
後
及
び
そ
れ
以
後
に
、
直
接
間
接
に
、
下
請
制
工
業
に
闘
係
あ
る

政
策
D
み
を
指
す
が
、
機
械
工
業
に
闘
す
る
政
策
は
主
要
機
械
生
産
自
計
霊
化
に
非
ん
ば
下
請
制
工
業
に
闘
す
る
も
白
で
あ
り
、
特

に
中
小
楼
検
工
業
政
策
と
い
へ
ぽ
下
請
制
工
業
の
保
護
助
成
に
外
左
ち
泣
い
ほ

ε問
題
の
焦
賠
と
た
っ
て
ゐ
次
。
そ
れ
に
も
拘
ら
す



我
々
は
そ
の
意
義
が
比
較
的
小
さ
く
局
限
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
見
る
。

先
づ
軍
作
業
腐
の
指
導
下
に
生
誕
し
殻
展
し
た
地
方
統
制
工
業
が
生
産
政
策
上
よ
り
も
事
る
枇
合
政
策
的
意
義
に
於
て
注
意
さ
る

ぺ
雪
と
と
は
誌
に
指
摘
し
た
が
、
や
が
て
昭
和
十
一
、
二
年
頃
よ
り
行
は
れ
た
商
工
省
の
地
方
工
業
化
或
は
地
方
下
請
工
業
の
政
策

も
同
一
白
線
に
泊
ふ
も
り
で
あ
っ
た
。
己

L
で
は
後
に
至
り
地
方
工
業
力
を
増
養
し
、
之
を
軍
需
生
産
に
参
加
せ
し
め
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
に
至
っ
た
が
、

事
寅
上
地
方
機
械
工
揚
の
技
術
が
下
請
制
工
業
に
於
貯
る
都
市
中
小
工
揚
よ
り
も
更
に
低
劣
怠
る
に
鑑

み
、
軍
及
び
商
工
省
は
統
制
組
織
を
編
成
す
る
と
共
に
そ
の
技
術
指
導
の
た
め
に
種
々
の
保
護
を
奥
へ
た
。
己
白
聞
に
於
い
て
最
も

注
意
す
べ
き
政
策
は
共
同
作
業
場
に
封
ず
る
闘
庫
補
助
(
主
要
府
勝
・
市
の
補
助
も
之
に
加
は
る
)
と
工
程
別
分
解
作
業
D
導
入
で
あ
っ

た。
や
が
て
事
縫
勃
裂
す
る
や
、
図
民
経
済
は
庚
汎
な
る
範
固
に
疋
り
戦
時
経
済
と
し
て
再
編
成
さ
れ
る
己
と
弘
社
り
、
す
べ
て
白
粧

済
活
動
が
最
も
有
款
な
る
軍
需
生
産
主
目
的
と
し
て
規
制
さ
れ
る
の
み
左
ら
や
、
己
白
規
制
は
時
と
と
も
に
強
化
さ
れ
て
来
た
。
最

近
に
訟
け
る
亘
描
主
義
は
突
畑
と
し
て
現
は
れ
た
る
も
の
に
非
守
、
そ
の
本
質
的
内
容
は
既
に
事
鐙
勃
殻
営
一
初
よ
り
種
々
の
政
策
の

中

ι合
ま
れ
て
ゐ
た
も
の
と
云
っ
て
よ
い
。
己
主
で
軍
需
生
産
と
は
庚
義
に
用
ひ
直
接
兵
器
生
産
の
ほ
か
、
そ
白
悲
礎
産
業
の
鏑
兎

所
謂
生
産
力
摘
主
計
葺
を
も
そ
の
中
に
含
む
も
の
と
す
る
。

先
づ
昭
和
十
三
年
夏
餓
鋼
配
給
統
制
を
始
め
、
各
糧
費
材
の
配
給
統
制
と
消
費
規
制
と
が
賓
施
さ
れ
た
。

E

D
時
L

へ
規
模
な
る
機

械
生
産
者
と
中
小
工
業
者
と
は
配
給

r臭
る
系
統
に
印
刷
せ
し
め
ら
れ
、
中
小
工
業
者
は
ス
ト
ッ
ク
所
有
者
を
別
に
し
て
著
し
い
生
産

縮
少
を
強
ひ
ら
れ
た
。
康
義
の
軍
需
生
産
捨
営
者
と
し
て
中
小
で
業
の
占
む
る
地
位
が
低
い
か
ら
に
外
な
ら
泣
い
。
弐
い
で
各
万
面

の
統
制
強
化
に
従
ひ
、
金
属
ー
・
機
械
工
業
等
の
中
小
業
者
に
碍
業
を
要
す
る
事
態
が
現
れ
て
来
た
と
き
、
持
業
先
と
し
て
軍
需
品
の

下
請
制
工
業
白
岡
民
経
済
的
意
義

第
五
十
二
巻

四

博

規

四

藁ヶ替、前掲番。



下
請
制
工
業
の
闘
民
経
掛
的
意
識

第
茸
+
二
巻

告書

挽

四

四

下
清
が
最
も
多
〈
港
ば
れ
た
。
と
れ
ら
の
念
〈
は
精
密
な
る
機
桟
作
業
に
慣
れ
ぎ
る
の
み
か
、
趨
営
な
る
設
備
も
有
せ
ぎ
る
た
め
、

政
府
は
と
も
A

で
も
共
同
作
業
揚
に
劃
す
る
補
助
金
を
輿
へ
、
叉
各
種
D
技
術
指
導
設
備
と
受
話
斡
旋
機
関
と
を
荊
動
せ
し
め
た
。
小

組
合
及
び
布
限
合
祉
に
よ
る
下
請
工
揚
白
保
護
も
ま
も
作
之
で
あ
る
。
悼
惜
し
午
ら
陣
業
せ
ん
と
す
る
中
小
工
業
者
の
中
に
は
殊
に
小
規

明
快
或
は
零
細
泣
る
工
業
者
多
〈
、
そ
の
技
術
は
他
の
機
械
工
業
者
の
何
れ
に
比
し
て
も
更
に
低
位

K
あ
り
、
軍
需
生
産
の
主
要
な
る

部
分
の
捨
骨
両
者
と
じ
て
は
甚
だ
不
遁
営
で
あ
っ
た
。
か
〈
て
軍
需
生
産
は
比
較
的
容
易
に
原
材
料
配
給
を
得
ら
れ
る
が
故
に
と
そ
、

と
L
K
職
業
を
奨
励
し
た
け
れ

E
も
、
業
者
の
低
技
術
か
ら
来
る
矛
盾
白
た
め
に
再
邦
議
を
要
す
る
が
如
き
事
態
さ
へ
考
へ
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

試
み
に
共
同
作
業
揚
に
封
す
る
補
助
白
抜
同
市
左
見
ょ
。
中
小
工
場
の
一
技
術
的
低
位
を
救
ひ
、
し
か
も
彼
等
に
設
備
改
良
を
な
す
だ

叫
り
白
資
金
の
足
ら
ざ
る
を
補
ふ
た
め
、
工
業
組
合
、
或
は
小
組
合

E
翠
位
と
し
て
共
同
作
業
揚
を
設
置
せ
し
め
、
之
に
対
し
ご
資
本

を
柿
給
し
た
白
で
あ
る
。
設
備
の
改
善
が
技
術
的
向
上
の
碁
礎
で
あ
る
が
故
に
、
共
同
作
業
揚
に
よ
っ
て
中
小
工
業
者
の
技
術
白
改

善
さ
れ
た
と
ど
は
少
く
な
い
。
け
れ

E
も
彼
等
の
技
術
的
低
位
は
今
一
つ
の
よ
ト
大
た
る
原
因
を
有
し
、
技
術
的
向
上
に
劃
す
る
認

識
又
は
熱
意
D
不
足
こ
そ
彼
等
の
致
命
的
紋
陥
で
あ
っ
て
、
之
あ
る
限
り
共
同
作
業
場
に
上
っ
て
簡
単
に
救
ひ
難
い
。
共
同
作
業
揚

は
こ
の
熱
意
白
不
足
な
る
が
矯
め
に
何
時
ま
で
も
共
同
作
業
場
た
る
に
止
ま
り
、
個
々
白
業
者
の
技
術
的
向
上
と
は
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。
致
命
的
快
陥
を
是
正
す
る
た
め
に
は
園
民
の
科
皐
毅
育
の
徹
底
、
或
は
少
く
と
も
極
め
て
大
規
模
な
る
熟
練
工
養
成
の
如
き

一
見
迂
遠
た
路
を
維
な
け
れ
ば
な
ら
友
い
と
さ
へ
考
へ
ら
る
。
か
〈
し
て
政
策
白
羽
象
た
る
機
械
工
揚
は
戦
時
白
今
日
必
要
と
さ
れ

る
如
き
兵
器
及
ぴ
主
要
機
枕
白
生
産
者
と
し
て
の
能
力
を
極
め
て
不
十
分
に
し
か
持
た
な
い
の
で
あ
る
。

採
て
戦
時
経
済
の
需
要
す
る
機
被
製
品
を
見
る
に
平
時
の
そ
れ
と
は
山
少
か
ら
中
異
る
。
卒
時
た
ら
ぽ
高
度
の
技
術
を
要
せ
ぢ
る
日

2) 東京市、東京市に於けミる特業斡旋事業の概要其也参照。
3) 括原勉、 '1'小工業の集闘車事業 ξ有限骨枇(工業岡策、第3巷第8抗、昭和'5年 8
月}参照。



用
金
属
製
品
が
生
産
さ
れ
、
又
精
密
た
ら
ざ
る
機
械
も
債
格
低
廉
た
ら
ば
一
成
る
程
度
士
で
需
要
を
見
山
し
得
る
し
、
兵
器
及
ぴ
精
密

な
る
機
械
に
針
す
る
需
嬰
は
今
日
ほ
ど
多
ぐ
泣
い
か
ら
、
従
っ
て
ま
た
中
小
工
揚
の
活
動
し
得
る
徐
地
は
少
〈
友
い
。
之
氏
反
し
戦

時
経
済
に
於
て
は
兵
器
及
ぴ
精
者
た
る
機
械
類
に
針
す
る
需
要
心
み
が
支
配
的
と
左
り
、
従
来
中
小
工
揚
白
生
産
し
て
ゐ
た
商
品
は

或
は
禁
制
口
問
と
な
り
、
或
は
原
料
配
給
を
削
減
さ
れ
る
。
之
と
そ
戦
時
機
械
生
産
の
特
異
性
に
外
た
ら
友
い
。
か
〈
て
戦
時
生
産
政

策
は
一
般
に
高
度
の
技
術
主
要
求
し
、
従
っ
て
中
小
工
揚
白
活
動
領
域
を
奪
ひ
去
っ
た
の
で
あ
る
。
代
り
に
奥
へ
ら
れ
る
需
要
は
殆

E
中
小
工
伺
閣
の
能
力
の
外
に
あ
っ
た
。

然
し
乍
ら
戦
時
を
別
と
し
て
長
期
的
に
親
祭
す
れ
ば
技
術
に
封
す
る
要
求
は
漸
次
高
〈
な
る
と
考
へ
ら
れ
る
に
到
し
、
中
小
工
揚

が
之
に
胞
や
る
生
産
を
な
し
符
る
や
、

我
々
は
こ
の
献
に
封
す
る
柴
観
主
持
ち
得
た
い
。

た
ピ
己
白
務
化
は
税
め
て
絞
漫
で
あ
ら

う
ド
詩
工
揚
白
か
ミ
る
技
術
的
資
情
ム
」
戦
時
需
要
の
特
質
か
ら
す
れ
ば
中
小
工
業
者
に
謝
す
る
絞
上
白
政
策
は
、
下
精
制
工
業
の
生

産
政
策
上
の
意
義
を
一
一
臨
は
認
め
て
ゐ
る
曹
と
し
て
も
、
結
局
む
し
ろ
犠
牲
者
白
救
済
と
い
ふ
枇
曾
政
策
的
意
義
主
震
腕
し
た
の
で
あ
、

る
。
蓋
し
事
賓
が
己
れ
ら
政
策
を
そ
れ
以
上
の
も
の
と
な
し
得
左
か
ヲ
た
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
ま
た
と
れ
ら
の
政
策
は

E
己
主
で

も
徹
底
的

K
行
は
る

L
E得
十
、
必
中
戦
時
生
産
政
策
に
従
属
せ
ざ
る
を
得
左
い
。
我
々
は
己
主
に
中
小
工
業
政
策
の
限
外
を
見
出

す
の
で
あ
る
。

昭
和
十
四
年
秋
以
来
、
殊
に
十
五
年
後
半

L
至
り
、
資
材
不
足
が
甚

L
〈
た
っ
た
と
昔
童
劇
主
義
か
ら
中
小
工
相
輔
の
材
料
業
問
題
が

緊
急
化
し
た
如
昔
、
そ
の
明
瞭
た
る
詮
左
で
あ
ら
う
。
凡
モ
戦
時
経
済
が
泡
犬
た
る
物
質
消
耗
を
行
ふ
己
と
、
及
び
生
産
力
拡
充
が

加
速
度
の
法
則
に
従
ひ
大
量
む
賛
材
消
費
を
件
ム
己
と
は
言
ム
迄
も
左
く
、
そ
む
た
め
漸
弐
ス
ト
ッ
ク
を
消
費
し
、
資
材
は
不
足
を

下
前
制
工
業
の
園
民
組
済
的
意
義

第
五
十
二
巻

四

停

競

四



下
請
制
工
業
白
岡
民
組
済
的
意
義

情
五
十
一
一
巻

四
回
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鵠
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告
げ
る
に
至
る
筈
で
あ
る
。
し
か
も
遺
憾
友
こ
と
に
今
弐
世
界
大
戦
勃
費
以
来
、
轍
入
の
迭
は
次
第
に
閉
塞
さ
れ
、
殊
に
最
近
は
輸

出
白
杜
絶
と
米
図
の
禁
輸
と
が
相
薫
っ
て
来
た
。
限
ら
れ
た
る
資
材
を
以
て
軍
需
の
必
要
を
出
来
得
る
限
り
十
分
に
充
さ
ん
と
す
る

の
で
あ
る
か
ら
、
民
需
品
生
産
が
制
限
さ
れ
、
国
民
生
活
の
切
下
げ
が
行
は
れ
る
の
は
勿
論
、
!
重
鮪
主
義
が
強
化
さ
れ
ぎ
る
を
得
左

丸

い
。
資
材
不
足
が
甚
し
き
に
至
れ
ば
、
舵
合
政
策
的
に
中
小
工
揚
へ
稜
註
す
る
と
と
さ
へ
凶
難
と
た
る
で
あ
ら
う
。

勿
論
下
請
制
工
業
を
助
成
せ
ん
止
す
る
一
連
の
中
小
工
業
政
策
に
全
〈
生
産
政
策
的
意
義
を
否
定
す
る
も
の
で
は
友
い
。
た
し
か

に
経
済
統
制
の
犠
牲
者
を
と
も
か
く
も
軍
需
下
請
に
帥
開
業
せ
し
め
た
白
は
、
多
少
と
も
乙

O
方
面
の
生
産
に
貢
献
せ
し
め
た
己
と
に

友
る
。
又
現
に
業
種
別
組
合
の
組
織
は
中
規
模
機
械
工
業
者
を
戦
時
生
産
計
書
白
中
に
編
成
し
た
も
白
で
あ
る
し
、
小
組
合
・
有
限

曾
枇
に
よ
る
集
闇
柑
開
業
に
よ
る
下
請
助
成
は
之
に
よ
っ
て
企
業
規
模
白
撲
大
を
岡
ら
ん
と
す
る
も
の
で
は
あ
る
。
設
備
の
改
善
と
と

も
に
企
業
規
模
の
或
る
程
度
の
引
上
げ
が
技
術
的
向
上
の
一
の
可
能
性
を
奥
へ
る
か
ら
で
あ
る
。
然
し
そ
れ
に
も
拘
ら
中
差
常
り
中

小
規
模
の
工
揚
が
戦
時
生
産
政
策
に
参
加
し
得
る
範
閏
は
限
ら
れ
て
ゐ
る
と
と
に
疑
び
は
な
い
。




